
４

た
め
、
老
朽
化
し
た
消
防
団
配
備
の
水
槽
付

ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
、
消
防
体
制
の
更

な
る
充
実
強
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
被
害
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
で
き
る
限

り
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
一
昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
鬼
鹿
市
街
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
新
た
な
排
水
施
設
を
整
備
し
、
住
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
基
幹
道
路
で
あ
り
ま
す
国

道
　
号
の
強
靭
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

２３２
ま
で
も
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係
機
関
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に

よ
る
子
供
た
ち
の
通
学
や
住
民
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
、
越
波
や
法
面
崩
壊
等
の
交
通

障
害
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、
事
業
化
予

算
の
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な
要
望
活
動
を

国
に
対
し
て
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
情
報
系
整
備
で
は
、
町
内
で
唯
一
居
住
地

で
の
携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
で
あ
る
桑
園
中

の
沢
地
区
の
解
消
に
向
け
、
国
の
制
度
を
活

用
し
、
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
で
は
、
国
の
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
」
の
制
定
を
受
け
、
昨
年
度

よ
り
町
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
保
育
の
必
要
性
を
認

定
し
た
上
で
教
育
・
保
育
の
給
付
を
支
給
し

て
お
り
、
保
育
料
・
医
療
費
の
無
料
化
や
保

育
時
間
の
延
長
等
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
子
育

て
・
し
ご
と
両
立
支
援
や
地
域
交
流
・
子
育

て
支
援
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

施
策
を
検
討
す
る
重
要
な
年
で
も
あ
り
、
町

の
将
来
を
担
う
子
供
達
を
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健

康
で
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
で
の
活
動
の
場
や
機
会
の
充
実
等
、
生
き

が
い
対
策
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
・
社
会
参
加
等
の
活
動
内
容
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
事
業
等
を
実

施
し
、
健
康
づ
く
り
の
充
実
を
図
り
健
康
寿

命
の
延
長
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

向
け
、
健
康
な
体
と
意
欲
の
高
揚
が
図
ら
れ

る
よ
う
一
層
配
慮
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
施
策
で
は
、
福
祉
の
ま
ち
宣
言

の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
障
害
を
持
つ
方
や
お

子
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
町
づ

く
り
を
一
層
進
め
、
今
後
も
確
実
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
は
、
お
に
し
か
更
生
園
体

育
館
の
屋
根
改
修
事
業
や
一
昨
年
に
引
き
続

き
、「
あ
と
り
」
が
運
営
し
て
い
る
「
共
同
生

活
支
援
施
設
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
の
建
設

整
備
事
業
に
対
し
相

応
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、

第
　
回
北
海
道
障
害

５４
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

共
同
開
催
地
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
運
営

委
員
会
を
設
置
し
大

会
の
成
功
に
努
め
ま

す
。

●
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
面
で
の
自
己

管
理
意
識
の
向
上
の
た
め
、
各
町
内
会
等
へ

の
健
康
出
前
講
座
の
実
施
や
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
生
活
改
善
、
健
診
受
診
の

勧
奨
を
行
い
、
町
民
の
健
康
維
持
に
向
け
た

一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
介
護
施
策
で
は
、
改
正
介
護
保
険
法
の
施

行
に
よ
り
、
施
設
か
ら
在
宅
中
心
の
介
護
政

策
が
実
施
と
な
り
、
町
に
お
い
て
は
現
在
、

平
成
　
年
度
の
完
全
移
行
に
向
け
た
体
制
づ

２９

く
り
を
進
め
て
お
り
、
法
の
趣
旨
を
尊
重
し

た
対
応
に
向
け
、
町
民
が
不
利
益
を
蒙
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
在
宅
老
人
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
維
持
補
修
を
予
定
し
て
お

り
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
り
、
最
適
な
環
境
下
で
利
用
者
が
在
宅
生

活
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
本
年
度
は
、

２
年
ご
と
の
保
険
料
の
見
直
し
が
定
め
ら
れ

た
改
定
年
で
す
が
、
被
保
険
者
数
の
増
加
等

に
伴
う
医
療
費
総
額
は
増
額
と
な
る
も
の
の
、

一
人
当
た
り
給
付
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
　
・
　
年
度
の
保
険
料
率
は

２８

２９

下
が
る
見
込
み
で
あ
り
、
併
せ
て
低
所
得
者

等
の
軽
減
措
置
も
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
安
心
し
て

日
常
生
活
を
過
ご
す
た
め
の
も
で
、
今
後
も

一
層
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

予 算 額主な施策内容

323，000千円橋梁長寿命化修繕工事

79，316千円除排雪委託業務委託

59，215千円留萌南部衛生組合ごみ処理場運営負担金

46，000千円橋梁長寿命化調査委託

30，000千円鬼鹿港町1区排水路工事

16，000千円携帯電話エリア化整備事業

15，924千円デマンドバス運行事業

5，000千円空き家等解体撤去事業補助金

4，500千円住環境整備費助成事業

3，000千円住宅新築及び増改築費助成事業

福

祉

施

策

医
療
・
介
護
施
策

予 算 額主な施策内容

13，900千円社会福祉施設整備事業補助金

3，364千円緊急通報サービス委託

3，260千円高齢者交通費助成事業委託

1，300千円障害者相談支援事業委託


